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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第44期 

第１四半期連結 
累計期間

第45期 
第１四半期連結 
累計期間

第44期

会計期間
自　平成23年４月１日 
至　平成23年６月30日

自　平成24年４月１日 
至　平成24年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高 (千円) 4,399,114 2,549,922 14,580,926

経常利益
又は経常損失(△)

(千円) 332,615 △49,179 663,174

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) 286,327 △60,105 592,026

四半期包括利益
又は包括利益

(千円) 333,949 30,856 596,502

純資産額 (千円) 14,777,851 14,681,200 14,825,906

総資産額 (千円) 26,317,817 26,529,412 27,485,934

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額(△)

(円) 8.23 △1.73 409.94

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ― ―

自己資本比率 (％) 53.9 53.1 51.9

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、第45期第１四半期連結累計期間は１株当たり四半

期純損失が計上されており、また、いずれの期間においても潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災からの復興へ向けて本格的に動き始

めたものの、進まぬがれきの処理や復興計画の遅れ等、問題が山積しており、景気全体としては緩やかな

回復傾向にとどまっております。

また、円高や欧州の経済危機問題、また、アジア経済の減速等の影響を受け輸出は伸び悩み、貿易収支は

東日本大震災以降１年以上にわたって赤字が続くなど、企業業績は懸念材料を抱え、引き続き予断を許さ

ない状況が続いております。　

仮設建物リース業界におきましても、応急仮設住宅の反動により売上高の大幅減は不可避であり、復興

関連工事に伴う需要では補いきれず、減収を余儀なくされております。　

このような状況におきまして当社グループは、東北地区を重点地域として積極的な営業活動を行い、受

注活動は堅調に推移しておりますが、計画の実施の遅れ等により、当第１四半期の業績に大きく反映はし

ておりません。　

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は2,549百万円（前年同四半期比42.0％減）となりま

した。損益面につきましては、営業損失は31百万円（前年同四半期は348百万円の営業利益）、経常損失は

49百万円（前年同四半期は332百万円の経常利益）、四半期純損失は60百万円（前年同四半期は286百万

円の四半期純利益）となりました。

なお、セグメントごとの業績は、日本が売上高2,425百万円（前年同四半期比43.2％減）、中国が124百

万円（前年同四半期比63.5％減、セグメント間取引消去後124百万円（前年同四半期比4.7％減））とな

りました。また、営業損失は日本が32百万円（前年同四半期は368百万円の営業利益）、中国が1百万円

（前年同四半期は30百万円の営業利益、セグメント間取引消去後は0百万円の営業利益（前年同四半期は

19百万円の営業損失））となりました。

　

EDINET提出書類

東海リース株式会社(E04800)

四半期報告書

 3/17



　

(2)財政状態の分析

① 資産の部

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は前連結会計年度末より956百万円減少し、26,529百万円と

なりました。理由の主なものは受取手形及び売掛金の減少831百万円であります。

② 負債の部

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は前連結会計年度末より811百万円減少し、11,848百万円と

なりました。理由の主なものは支払手形及び買掛金の減少811百万円であります。

③ 純資産の部

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は前連結会計年度末より144百万円減少し、14,681百万円

となりました。理由の主なものは配当金の支払173百万円によるものであります。

　

(3)生産、受注及び販売の状況

① 生産実績

セグメントの名称 事業の種類

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日)

金額(千円) 前年同期比(％)

日　　本
仮設建物部材等の製造

77,452 14.5

中　　国 35,005 37.7

合計 112,458 17.9

(注) １　上記金額は、主にリース用資産の製造高であります。

２　記載金額には、消費税等は含まれておりません。

３　前年同期に比べ、製造高は著しく減少しておりますが、主な原因は東日本大震災に伴う応急仮設住宅向け需要

の減少によるものであります。

　
② 受注状況

セグメントの名称
期首契約残高 期中契約高 期中契約実行高 期末契約残高

金額(千円) 金額(千円)
前年同期比
(％)

金額(千円)
前年同期比
(％)

金額(千円)
前年同期比
(％)

日　　本 3,947,7423,511,59763.12,425,89556.85,033,445119.7

中　　国 183,922124,898 88.0 124,027 95.3 184,793 84.3

合計 4,131,6653,636,49663.72,549,92258.05,218,239117.9

(注) 記載金額には、消費税等は含まれておりません。

　
③ 販売実績

セグメントの名称

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日)

金額(千円) 構成比(％) 前年同期比(％)

日　　本 2,425,895 95.1 56.8

中　　国 124,027 4.9 95.3

合計 2,549,922 100.0 58.0

(注) 　記載金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 34,943,22534,943,225

東京証券取引所
（市場第二部）
大阪証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は
1,000株であります。

計 34,943,22534,943,225 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

─ 34,943,225 ─ 8,032,668 ─ 2,828,787

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― ―
普通株式 146,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 34,570,000 34,570 ―

単元未満株式 普通株式 227,225 ― ―

発行済株式総数 　 34,943,225 ― ―

総株主の議決権 　 ─ 34,570 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には証券保管振替機構名義の株式が5,000株(議決権５個)含まれて

おります。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式684株が含まれております。

３　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　

② 【自己株式等】

平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
東海リース株式会社

大阪市北区天神橋
２丁目北２番６号

146,000 ─ 146,000 0.42

計 ― 146,000 ─ 146,000 0.42

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,786,384 3,450,804

受取手形及び売掛金 ※2
 8,446,199

※2
 7,614,371

商品及び製品 127,715 127,630

仕掛品 5,568 31,446

原材料及び貯蔵品 466,216 471,316

その他 231,200 253,354

貸倒引当金 △57,983 △60,527

流動資産合計 13,005,301 11,888,396

固定資産

有形固定資産

リース用資産（純額） 5,398,642 5,434,890

建物及び構築物（純額） 2,278,763 2,258,507

土地 4,982,370 4,982,370

リース資産（純額） 1,088,210 1,219,211

その他（純額） 125,364 125,260

有形固定資産合計 13,873,351 14,020,241

無形固定資産 238,493 268,901

投資その他の資産

投資有価証券 112,929 100,956

その他 241,668 239,285

投資その他の資産合計 354,597 340,241

固定資産合計 14,466,443 14,629,383

繰延資産 14,189 11,632

資産合計 27,485,934 26,529,412

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 3,175,355

※2
 2,363,715

短期借入金 878,500 1,056,000

1年内償還予定の社債 1,000,000 1,000,000

リース債務 404,657 435,670

未払法人税等 122,942 26,810

前受リース収益 2,505,640 2,485,095

賞与引当金 210,160 8,225

役員賞与引当金 22,400 －

設備関係支払手形 59,857 105,707

その他 505,066 792,898

流動負債合計 8,884,580 8,274,122
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

固定負債

社債 600,000 500,000

長期借入金 2,095,500 1,964,000

リース債務 377,114 411,583

繰延税金負債 25,975 23,473

退職給付引当金 549,757 546,457

役員退職慰労引当金 127,100 128,575

固定負債合計 3,775,447 3,574,089

負債合計 12,660,027 11,848,211

純資産の部

株主資本

資本金 8,032,668 8,032,668

資本剰余金 5,637,764 5,637,764

利益剰余金 1,018,527 784,438

自己株式 △26,777 △26,857

株主資本合計 14,662,182 14,428,014

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 14,642 6,757

為替換算調整勘定 △412,373 △342,283

その他の包括利益累計額合計 △397,730 △335,525

少数株主持分 561,454 588,711

純資産合計 14,825,906 14,681,200

負債純資産合計 27,485,934 26,529,412
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 4,399,114 2,549,922

売上原価 3,419,407 2,047,766

売上総利益 979,706 502,155

販売費及び一般管理費 630,725 534,155

営業利益又は営業損失（△） 348,981 △31,999

営業外収益

受取利息 426 2,472

スクラップ売却益 5,807 3,187

その他 5,203 4,945

営業外収益合計 11,436 10,605

営業外費用

支払利息 14,734 21,974

支払手数料 6,173 －

その他 6,894 5,810

営業外費用合計 27,802 27,785

経常利益又は経常損失（△） 332,615 △49,179

特別利益

固定資産売却益 146 －

特別利益合計 146 －

特別損失

固定資産除却損 10,342 4,050

特別損失合計 10,342 4,050

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

322,419 △53,230

法人税、住民税及び事業税 37,299 8,757

法人税等調整額 4,123 2,735

法人税等合計 41,423 11,492

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

280,996 △64,722

少数株主損失（△） △5,331 △4,617

四半期純利益又は四半期純損失（△） 286,327 △60,105
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

280,996 △64,722

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,721 △7,891

為替換算調整勘定 55,674 103,471

その他の包括利益合計 52,953 95,579

四半期包括利益 333,949 30,856

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 330,209 2,099

少数株主に係る四半期包括利益 3,739 28,756
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日)

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日)

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

(平成24年３月31日)
当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形裏書譲渡高 166,342千円 183,593千円

　

※２　期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(平成24年３月31日)
当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 26,393千円 34,752千円

受取手形裏書譲渡高 17,468千円 5,419千円

支払手形 14,934千円 22,681千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は次のと

おりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 242,787千円 265,857千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)
　

１　配当金支払額

該当事項はありません。
　

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。
　

３　株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日)
　

１　配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 173,982 5 平成24年３月31日 平成24年６月29日

　

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。
　

３　株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント
調整額
（千円）

四半期連結損益
計算書計上額
（千円）日　本

（千円）
中　国
（千円）

計
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,268,905130,2084,399,114 ─ 4,399,114

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ 210,362 210,362△210,362 ─

計 4,268,905340,5704,609,476△210,3624,399,114

セグメント利益又は損失(△) 368,946 30,923 399,870△50,888 348,981

（注）１　調整額はセグメント間取引消去であります。

 ２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

前連結会計年度の末日に比して、当第１四半期連結累計期間の日本セグメントの資産の金額が2,826

百万円増加しておりますが、その主な理由は、応急仮設住宅売上等による受取手形及び売掛金の増加

1,497百万円であります。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント
調整額
（千円）

四半期連結損益
計算書計上額
（千円）日　本

（千円）
中　国
（千円）

計
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,425,895124,0272,549,922 ─ 2,549,922

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ 284 284 △284 ─

計 2,425,895124,3122,550,207 △284 2,549,922

セグメント利益又は損失(△) △32,271 △1,350 △33,621 1,621 △31,999

（注）１　調整額はセグメント間取引消去であります。

 ２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額(△)(円)

8.23 △1.73

（算定上の基礎） 　 　

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は
四半期純損失(△)(千円)

286,327 △60,105

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失(△)(千円)

286,327 △60,105

普通株式の期中平均株式数(株) 34,797,814 34,796,261

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、当第１四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失

であり、また、いずれの期間においても潜在株式がないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

　

平成24年８月３日

東海リース株式会社

 取 締 役 会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　
指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　
公認会計士　　森 村　照 私　 　　 印

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　
公認会計士　　松 嶋　康 介　 　　 印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東海

リース株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半

期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。
　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東海リース株式会社及び連結子会社の平成24

年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上
　

 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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